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狭
山
茶
で
有
名
な
狭
山

丘
陵
の
一
角
、
西
武
ド
ー

ム
や
西
武
遊
園
地
の
南
に

村
山
貯
水
池
が
あ
る
。

多
摩
川
か
ら
水
を
引
い

て
貯
水
す
る
。
東
京
都
の

水
需
要
の
八
日
分
を
貯
め

ら
れ
る
。

貯
水
池
を
作
っ
た
谷
に

は
宅
部
川
が
流
れ
て
い
た
。

大
正
末
期
に
ダ
ム
を
建
設

す
る
時
、
そ
の
水
を
流
す

為
に
こ
の｢

排
水
路
ト
ン

ネ
ル｣

が
作
ら
れ
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
西

宮
の
貯
水
池
の
堤
が
崩
壊
。

そ
こ
で
ダ
ム
の
強
化
工

事
を
し
た
時
、
埋
ま
っ
て

い
た
こ
の
排
水
路
ト
ン
ネ

ル
が
現
れ
た
。
そ
れ
を
記

念
碑
と
し
た
も
の
。

ア
ー
チ
ご
し
に
広
葉
樹

の
森
が
見
え
る
。

遙
か
彼
方
に
見
え
る
尖
っ

た
三
角
の
山
は
大
岳
山
。

絵
に
は
な
い
が
、
右
の
方

に
は
御
岳
山
も
見
え
る
。

そ
の
傍
に
鍋
割
山
が
あ
る

が
、
丹
沢
の
鍋
割
山
と
は

別
の
山
。

村
山
貯
水
池

ー

排
水
路
ト
ン
ネ
ル

東
京
都
東
大
和
市

二
〇
二
一
年
十
二
月
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や
け
べ

11
月
30
日
、
青
森
県
の

米
軍
三
沢
基
地
の
Ｆ
16
戦

闘
機
が
深
浦
町
に
千
四
百

リ
ッ
ト
ル
の
燃
料
タ
ン
ク

２
個
を
投
下
し
て
青
森
空

港
に
緊
急
着
陸
。

米
軍
は｢
人
の
住
ん
で

い
な
い
地
域
に
投
棄
し
た｣

と
云
う
が
、
町
役
場
か
ら

二
百
ｍ
の
所
。
何
故
？

推
定
す
る
と

三
沢
か
ら
訓
練
の
為
、

日
本
海
に
出
た
Ｆ
16
は
エ

ン
ジ
ン
の
油
圧
低
下
警
報

で
帰
ろ
う
と
し
た
。
し
か

し
、
三
沢
ま
で
保
ち
そ
う

に
な
い
。
青
森
空
港
に
緊

急
着
陸
す
る
事
に
。
千
四

百
リ
ッ
ト
ル
の
燃
料
タ
ン

ク
を
付
け
た
ま
ま
で
は
着

陸
で
き
な
い
。
タ
ン
ク
を

海
に
捨

て
て
い

た
ら
海

上
に
不

時
着
に

な
る
。

そ
こ
で

人
口
七
千
人
の
深
浦
町
に

｢

人
は
住
ん
で
い
な
い
」

と
し
て
投
棄
。
何
故
？

普
天
間
基
地
で

沖
縄
の
普
天
間
基
地
の

南
に
あ
る
嘉
数
高
台
に
立

つ
と
、
北
側
か
ら
基
地
に

戻
る
ヘ
リ
が
よ
く
見
え
る
。

真
っ
直
ぐ
飛
ん
で
着
陸

す
れ
ば
良
い
の
に
、
基
地

の
右
側
に
大
き
く
逸
れ
る
。

普
天
間
の
町
の
上
を
飛
び
、

嘉
数
高
台
を
回
っ
て
南
側

か
ら
基
地
に
降
り
立
つ
。

何
故
か
？

そ
れ
は
基
地
の
直
ぐ
北

に
米
軍
住
宅
が
あ
る
か
ら
。

米
国
の
法
律
で
住
宅
地
の

上
を
飛
ぶ
事
は
禁
止
。
し

か
し
、
日
本
人
を｢

人｣

と

は
思
わ
な
い
の
で
、
そ
の

上
を
自
由
に
飛
べ
る
。

米
軍
住
宅
の
上
だ
っ
た

ら
、
基
地
に
帰
り
着
け
な

く
な
っ
て
も
燃
料
タ
ン
ク

を
捨
て
は
し
な
い
。

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

住宅地ににタンクを投棄 ー 何故？

そ

か
か
ず


